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イミダクロプリド（CAS no. 105827-78-9） 

 
文献信頼性評価結果 
 

示唆された作用 
エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ － － － ○ ○ － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
イミダクロプリドの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、視床下

部―下垂体―甲状腺軸への作用を示すこと、試験管内試験の報告において、生殖細胞への影響を示

すことが示唆された。 
なお、米国環境保護庁の EDSP においては、イミダクロプリドについて第２段階試験を実施する

対象物質としていない。 
 
(１)生態影響 

 Pandey と Mohanty (2015)によって、イミダクロプリド(confidor、活性成分重量濃度 17.80 %w/w) 
31mg/kg/day を繁殖期(９月中旬から 10 月中旬)に 30 日間混餌投与した成熟雄ベニスズメ

(Amandava amandava)への影響が検討されている。その結果として、体重、血漿中サイロキシ

ン濃度、血漿中トリヨードサイロニン濃度、血漿中甲状腺刺激ホルモン濃度、甲状腺中濾胞数、

甲状腺上皮細胞厚、甲状腺上皮細胞核幅の低値が認められた。なお、甲状腺絶対重量、甲状腺

容積、甲状腺コロイド容積には影響は認められなかった。 
また、イミダクロプリド(confidor、活性成分重量濃度 17.80 %w/w) 31mg/kg/day を繁殖期前(７

月中旬から８月中旬)に 30 日間混餌投与した成熟雄ベニスズメ(A. amandava)への影響が検討さ

れている。その結果として、血漿中サイロキシン濃度、血漿中甲状腺刺激ホルモン濃度、甲状

腺中濾胞数、甲状腺上皮細胞厚、甲状腺上皮細胞核幅の低値、血漿中トリヨードサイロニン濃

度、甲状腺コロイド容積の高値が認められた。なお、体重、甲状腺絶対重量、甲状腺容積には

影響は認められなかった。 
本試験結果の解釈にあたっては、低純度の製品を用いて実施された試験である点に注意を要

すると判断された。 
 想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 
 

(２)生殖及び甲状腺影響(今回評価対象とする EDSP 試験) 
 Bayer CropScience (2012)によって、イミダクロプリド (Bayer CropScience、 98.5%) 50、
100mg/kg/day を 22 日齢から 42 日齢まで経口投与した雌 SD ラットへの影響(Female Pubertal 
Assay、最終投与２時間後に剖検)が検討されている。その結果として、50mg/kg/day 以上のば

く露群で発情周期を有する個体率、腎臓相対重量、下垂体相対重量の低値、肝臓絶対及び補正

及び相対重量、血清中甲状腺刺激ホルモン濃度の高値、50mg/kg/day のばく露群で体重の高値、

100mg/kg/day のばく露群で膣開口日の遅延が認められた。なお、増加体重、副腎絶対及び補正

及び相対重量、子宮絶対及び補正重量(wet 又は blotted)、卵巣絶対及び補正重量、甲状腺絶対
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及び補正重量、副腎絶対及び補正重量、発情周期、膣発情周期開始日、血清中総サイロキシン

濃度、甲状腺の組織病理学的検査における異常所見率、顕微鏡観察(副腎、肝臓、腎臓、卵巣、

甲状腺、子宮)による異常所見率には影響は認められなかった。 
 想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

EDSP では、甲状腺影響について「甲状腺刺激ホルモン濃度増加(雌で有意な高値)が認めら

れるが、サイロキシン濃度、甲状腺重量、甲状腺の組織病理学的検査には影響が認められなか

った。下垂体重量は低下ではなく増加しており、甲状腺刺激ホルモン濃度増加との関連性は疑

わしい」との判断を示している。 
 

(３)生殖細胞への影響 
 Kugathas ら(2016)によって、イミダクロプリド(Sigma-Aldrich、97%) 0.001～100μM(=0.0256～
25,600μg/L)の濃度に 24時間ばく露した幼若マウス由来セルトリ細胞 SC5への影響が検討され

ている。その結果として、IC50 値 4.45μM(=1,140μg/L)ので濃度依存的なプロスタグランジン

D2 産生の阻害が認められた。 
 想定される作用メカニズム：プロスタグランジン D2 産生阻害 
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